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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月28日(2014.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　籾摺装置（２）と、籾と玄米からなる混合米とを選別する多段の揺動選別板（１１）と
、揺動選別板（１１）で選別された籾領域（Ｂ）の籾を籾摺装置（２）に戻すための再籾
摺路（５１）と、揺動選別板（１１）により選別された混合米領域（Ｃ）の混合米を揺動
選別板（１１）に戻す再選別路（５０）とを備える籾摺選別機において、
　揺動選別板（１１）で選別された籾領域（Ｂ）の籾が流入する籾玄米分離体（１３）を
設け、
　籾玄米分離体（１３）は揺動選別板（１１）の左右を支持する側板（１１ａ）の外側に
あって、揺動選別板で選別された籾領域（Ｂ）の籾から玄米を分離する多孔板（２１ａ）
と、多孔板（２１ａ）で分離された玄米を受ける玄米案内板（２３）を揺動選別板の各段
毎に設ける構成とし、
　籾玄米分離体（１３）の隣接位置に玄米案内板（２３）から排出される玄米を再選別路
（５０）に案内する玄米案内通路（２４）と、多孔板（２１ａ）から排出される籾を再籾
摺路（５１）に案内する籾案内通路（２２）を設け、　多孔板（２１ａ）と玄米案内通路
（２４）を籾仕切壁（Ｓ）で仕切り、玄米案内板（２３）と籾案内通路（２４）とを玄米
仕切壁（Ｇ）で仕切る構成とする籾摺選別機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】籾摺選別機
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多段構成の揺動選別板を備えて籾摺穀粒を比重選別する籾摺選別機の多段選
別板式揺動選別装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の揺動選別装置は、多段構成の揺動選別板によって分離される籾領域側に籾
取出流路を設け、その籾を籾摺部に戻して再度の籾摺りを行い、このとき、終端部に設け
た選別網により籾に混じる玄米を選別して再選別用の循環路に供給することにより、玄米
の二度摺りによる肌ズレ防止する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３３４８１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記揺動選別装置の選別網は、多段の揺動選別板全ての籾領域の籾を一
括して玄米を分離する構成のため、籾が集中して選別処理しきれない籾が滞留する問題が
生じる可能性がある。
【０００５】
　本発明の目的は、多段の揺動選別板の籾領域中の玄米を簡易な構成によって効率よく分
離して玄米の再籾摺による肌ズレを防止することができる籾摺選別機を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る発明は、
　籾摺装置（２）と、籾と玄米からなる混合米とを選別する多段の揺動選別板（１１）と
、揺動選別板（１１）で選別された籾領域（Ｂ）の籾を籾摺装置（２）に戻すための再籾
摺路（５１）と、揺動選別板（１１）により選別された混合米領域（Ｃ）の混合米を揺動
選別板（１１）に戻す再選別路（５０）とを備える籾摺選別機において、
　揺動選別板（１１）で選別された籾領域（Ｂ）の籾が流入する籾玄米分離体（１３）を
設け、
　籾玄米分離体（１３）は揺動選別板（１１）の左右を支持する側板（１１ａ）の外側に
あって、揺動選別板で選別された籾領域（Ｂ）の籾から玄米を分離する多孔板（２１ａ）
と、多孔板（２１ａ）で分離された玄米を受ける玄米案内板（２３）を揺動選別板の各段
毎に設ける構成とし、
　籾玄米分離体（１３）の隣接位置に玄米案内板（２３）から排出される玄米を再選別路
（５０）に案内する玄米案内通路（２４）と、多孔板（２１ａ）から排出される籾を再籾
摺路（５１）に案内する籾案内通路（２２）を設け、　多孔板（２１ａ）と玄米案内通路
（２４）を籾仕切壁（Ｓ）で仕切り、玄米案内板（２３）と籾案内通路（２４）とを玄米
仕切壁（Ｇ）で仕切る構成とする籾摺選別機とする。
【０００７】
　籾玄米分離体（１３）の多孔板（２１ａ）で籾領域（Ｂ）の籾に混じる玄米を分離し、
籾は再籾摺路（５１）に案内され、玄米は再選別路（５０）に案内される。
【０００８】
　籾は籾仕切壁（Ｓ）により、玄米案内通路（２４）への流入を阻止しながら籾案内通路
（２４）へ案内され、玄米は玄米仕切壁（Ｇ）により、籾案内通路（２２）への流入を阻
止しながら玄米案内通路（２４）へ案内される。
【０００９】
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に係る発明により、多段の揺動選別板毎に設けた多孔板により籾領域中の玄米
を除いて籾を再籾摺路に案内し、玄米案内板により籾領域中の玄米を再選別路に案内する
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ことから、籾領域から取り出された籾に混じる玄米を各段の揺動選別板毎の多孔板による
分離選別によって滞留無しに精度良く分離することができる。
【００１１】
　また、籾玄米分離体で分離した籾を籾案内通路へ、玄米を玄米案内通路へ確実に供給す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】籾摺選別機の正面側斜視図（ａ）および背面側斜視図（ｂ）
【図２】籾摺選別機の内部構成の正面図
【図３】揺動選別装置の正面図（ａ）および側面図（ｂ）
【図４】選別部の第１の構成例の籾玄米分離体の斜視図
【図５】選別部の作用説明平面図（ａ）、側面図（ｂ）および正面図（ｃ）
【図６】側板の別の構成例の要部平面図（ａ）および正面図（ｂ）
【図７】選別部の第２の構成例の要部平面図（ａ）、側面図（ｂ）および正面図（ｃ）
【図８】選別部の第３の構成例の要部拡大正面図
【図９】第３の構成例の要部作用説明平面図（ａ）、側面図（ｂ）および正面図（ｃ）
【図１０】選別部の第４の構成例の要部拡大正面図
【図１１】揺動選別板の選別分布状況
【図１２】籾玄米分離体の斜視図
【図１３】別実施例の籾玄米分離体の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　上記技術思想に基づいて具体的に構成された実施の形態について以下に図面を参照しつ
つ説明する。
　まず、本発明の適用対象である籾摺選別機の全体について説明する。
【００１４】
　籾摺選別機１は、図１の正面側斜視図（ａ）および背面側斜視図（ｂ）に示すように、
機体左右一側のインペラ式の籾摺装置２と、機体左右中央部の籾殻ダクト３ａを備える風
選部３及びその後部に配置の混合米昇降機３ｂと、機体左右他側の揺動選別装置４および
揺動選別装置４の後部における混合米タンク３ｃと、仕上米昇降機５とを備えて構成され
る。
【００１５】
　揺動選別装置４の前側には着脱可能な揺動選別装置カバー５５を設けている。
　図２の正面図に示すように、籾を収容する籾ホッパ２ａをインペラ型籾摺装置２の上方
に配置し、この籾摺装置２から脱ぷ穀粒を風選処理する風選部３により分離した籾殻を籾
殻ダクト３ａから排出するとともに、風選穀粒（籾と玄米との混合米）を混合米ラセン３
ｄ及び混合米昇降機３ｂにより混合米タンク３ｃに貯留し、混合米タンク３ｃから揺動選
別装置４に供給し、この揺動選別装置４の多段の揺動選別板１１で左右方向の揺動動作に
よって揺上げ側に玄米を比重選別し、この玄米の選別領域Ａに合わせて選別終端側Ｔに可
動玄米仕切板４ｐを配置することによって選別玄米を仕切り、仕上米昇降機５に至る排出
路４ａを経て仕上玄米として排出する。
【００１６】
　その一方で、揺動選別装置４の揺下げ側に選別される籾は、その籾領域Ｂに合わせて可
動籾仕切り板４ｑを配置することにより、籾領域Ｂの選別籾をスロワ４ｔに至る再籾摺路
５１を経て再び籾摺装置２に戻し供給し、混合米領域Ｃに選別される混合米は、混合米昇
降機３ｂに至る再選別路５０を経て再び揺動選別装置４に循環供給する。このようにして
、籾摺作業の進行とともに玄米を選別して玄米領域Ａから仕上米昇降機５によって仕上玄
米として排出する。
【００１７】
　揺動選別装置４について詳細に説明する。図３の正面図（ａ）および側面図（ｂ）に示
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すように、前後に長い揺動選別板１１を両側板１１ａ，１１ａによって多段に固定した選
別部と、その上部背面側で混合米タンク３ｃから混合米を受けて各揺動選別板１１に分配
供給する分配用受部１２とを一体に構成し、揺下側となる左の側板１１ａには、籾領域Ｂ
の籾と玄米を分離する籾玄米分離体１３を備える。
【００１８】
　籾領域Ｂの選別籾は可動籾仕切り板４ｑで仕切って取り出される籾と、籾玄米分離体１
３で分離された籾が再籾摺路５１を経て再び籾摺装置２に戻し供給する構成である。
（選別部）
　揺動選別装置４を構成する多段構成の揺動選別板１１は、それぞれに選別用の凹部１１
ｃを多数形成し、全体を側方に傾斜するとともに選別始端側Ｈの後端部を高くして分配用
受部１２から混合米を受けつつ揺動することにより、それぞれの前端部を選別終端側Ｔと
して穀粒が比重選別される。揺動選別板１１の揺上げ側には玄米層の玄米領域Ａ、揺下げ
側には籾層の籾領域Ｂ、中間部には混合米層の混合米領域Ｃが形成される。
【００１９】
　揺動選別装置４の第１の構成例を図４の斜視図に示すように、揺動選別板１１毎に籾領
域Ｂの選別終端側の側端部に籾領域Ｂの籾を取り出す籾案内口２１を設ける。
　籾案内口２１は、揺下側の側板１１ａに切欠き形成された開口部であり、揺動選別板１
１の選別終端側Ｔの揺下側に設けている。籾案内口２１の側方に対向する位置に、箱型状
の籾玄米分離体１３を側板１１ａに取付ける。籾玄米分離体１３には各揺動選別板１１そ
れぞれの籾領域Ｂの籾が籾案内口２１を通過して流入し、そこで籾に混じる玄米を分離し
、再籾摺路５１に籾を案内し、再選別路５０に玄米を案内する構成である。
【００２０】
　籾玄米分離体１３内には、籾に混じる玄米を漏下する目抜孔を多数形成した多孔板２１
ａを揺動選別板１１の段数分設ける。各多孔板２１ａの下方には、それぞれ漏下選別され
た玄米を受ける玄米案内板２３を設ける。すなわち、多孔板２１ａと玄米案内板２３を上
下方向に交互に配置する構成である。
【００２１】
　各段の玄米案内板２３の玄米排出側は玄米案内通路２４を介して再選別路５０に連通し
、玄米を再選別路５０に案内する構成とし、各段の多孔板２１ａの籾排出側は籾案内通路
２２を介して再籾摺路５１に連通し、多孔板２１ａを漏下しなかった籾を再籾摺路５１に
案内する構成である。　
【００２２】
　ここでいう玄米案内通路２４、籾案内通路２２とは玄米・籾が通過する空間のことを指
す。すなわち、単なる開放空間でも良いし、壁体で空間を覆う構成としても良い。本実施
の形態の籾案内通路２２は揺動選別装置カバー５５と籾玄米分離体１３との間に形成され
る空間部を指し、玄米案内通路２４は後述の覆いカバー５２で覆われた空間部を指してい
る。
【００２３】
　玄米案内板２３の側方に隣接する空間を玄米案内通路２４とし、多孔板２１ａの前側に
隣接する空間を籾案内通路２２としている。各多孔板２１ａと玄米案内通路２４とを籾仕
切壁Ｓで仕切り、玄米案内板２３と玄米案内通路２４は連通する構成とし、各多孔板２１
ａと籾案内通路２２とを連通し、玄米案内板２３と籾案内通路２２とを玄米仕切壁Ｇで仕
切る構成である。
【００２４】
　籾玄米分離体１３は、少なくとも多孔板２１ａ、玄米案内板２３、籾仕切壁Ｓ、玄米仕
切壁Ｇを一体形成している構成である。
　このように構成した揺動選別装置４は、選別部の作用を表す図５の要部平面図（ａ）、
側面図（ｂ）および正面図（ｃ）に示すように、多段の揺動選別板１１毎に設けた籾案内
口２１から籾領域Ｂの籾が籾玄米分離体１３の多孔板２１ａに流入する。籾領域の籾に混
入している玄米が多孔板２１ａを漏下し、多孔板２１ａ上に残った籾は籾仕切壁Ｓにより
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玄米案内通路２４への流入を阻止されつつ籾案内通路２２に流入し、落下して再籾摺路５
１に案内される。また、多孔板２１ａを漏下した玄米は玄米案内板２３に落下して供給さ
れ、玄米仕切壁Ｇにより籾案内通路２２への流入を阻止されつつ玄米案内通路２４に入り
、落下して再選別路５０に案内される。本構成により、籾領域Ｂから取り出された籾に混
じる玄米を各段毎の選別によって滞留無しに精度良く選別することができる。
【００２５】
　この場合において、籾玄米分離体１３を側板１１ａの外側に沿って設け、前後方向に長
い多孔板２１ａによる長い選別行程を形成することにより籾と玄米の選別精度を向上する
ことができるため、籾摺装置２に戻る玄米量が低減し、二度摺りによる肌ずれ玄米の量を
低減することができる。また、選別された玄米は再選別路５０を介して揺動選別装置４に
よる再選別処理が可能となる。
【００２６】
　また、各玄米案内板２３は、籾案内口２１の多孔板２１ａの下方で玄米を玄米案内通路
２４側に送出する傾斜角度を設けることにより、多孔板２１ａから受けた漏下選別穀粒が
迅速に案内されて滞留のない効率のよい再選別が可能となる。また、多孔板２１ａは揺動
選別板１１と平行する姿勢で設けており、揺動選別板と同様に前後方向に前下がり傾斜す
る構成のため、籾を円滑に籾案内通路２２に排出できる。
【００２７】
　また、玄米案内通路２４の下端に揺動選別板１１の下方を傾斜して設ける再選別連通部
２４ａを接続し、再選別連通部２４ａと再選別路５０に連通することにより、籾案内通路
２２の後方に再選別連通部２４ａを設けることとなり、籾玄米分離体１３で分離した籾と
玄米のそれぞれの搬送行程を簡潔に構成することができる。
【００２８】
　図１２には、玄米案内通路２４の側方と最上段の多孔板２１ａの上方を覆う着脱可能な
覆いカバー５２を設けていることを示している。覆いカバー５２は第一ボルト５２ｄ等で
着脱可能とすることで、籾玄米分離体１３内に藁屑等が混入して籾や玄米が詰った場合に
容易にメンテナンスができる。また、最上段の多孔板２１ａの上方を上壁部５２ｇ覆うこ
とで、多孔板２１ａ上の籾が揺動作用で籾玄米分離体１３から飛び出すのを防止できる。
【００２９】
　図１３は、玄米案内通路２４の側方と籾案内通路２２の前側を覆いカバー５２で覆う構
成としている。覆いカバー５２の側壁５２ａと前壁５２ｂとはヒンジ５２ｃで連結する構
成である。そのため、覆いカバー５２全体を着脱することが可能であり、また、側壁５２
ａを取り付けた状態で第二ボルト５２ｅだけ外して前壁５２ｂを開くことも可能である。
【００３０】
　また、揺動選別装置４の側板１１ａは、別の構成例を図６の要部平面図（ａ）および正
面図（ｂ）に示すように、籾領域Ｂの側端の側板１１ａを前方に張出して排出側に角度を
つけた張出部１１ｄを設けることにより、籾仕切の可動籾仕切板４ｑを廃止して簡易に構
成することができる。
【００３１】
　また、選別部は、第２の構成例を図７の作用を表す要部平面図（ａ）、側面図（ｂ）お
よび正面図（ｃ）に示すように、前記同様に多段の揺動選別板１１の前端（選別終端側Ｔ
）位置に籾案内通路２２を形成した籾玄米分離体１３について、玄米案内板３２を後ろ下
がりに構成し、それぞれの後端位置から玄米案内通路３３を形成し、その下端から揺動選
別板１１の下方に形成した再選別連通路３３ａにより再選別路５０に案内するように構成
することにより、揺動選別装置４の幅寸法を抑えることができる。
【００３２】
　また、選別部は、第３の構成例を図８の要部拡大正面図に示すように、各揺動選別板１
１の籾領域Ｂの側端部から外側方向に多孔板４１ａを設け、その外側位置に籾案内通路４
２を設けるとともに、図９の要部作用説明平面図（ａ）、側面図（ｂ）および正面図（ｃ
）に示すように、前下がりに玄米案内板４３…を形成して揺動選別板１１…の前端位置に
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玄米案内通路４４を構成することにより、各段毎の高効率の玄米分離を確保しつつ、籾領
域Ｂの籾と玄米のそれぞれの行程を揺動選別装置４の前端部において簡潔に構成すること
ができる。
【００３３】
　また、選別部は、第４の構成例を図１０の要部拡大正面図に示すように、各揺動選別板
１１の籾領域Ｂの側端部から外側方向に多孔板４１ａを設け、その外側位置に籾案内通路
４２を設けるとともに、１段下の揺動選別板１１…に案内する玄米案内板４３ａ…をそれ
ぞれ設けることにより、各段毎の高効率の玄米分離を確保しつつ、玄米案内通路を要しな
い簡潔な構成により、籾領域Ｂの籾と玄米のそれぞれを処理することができる。
【符号の説明】
【００３４】
２　籾摺装置
４　揺動選別装置
１１　揺動選別板
１１ａ　（揺動選別板の）側板
２１　籾案内口
２１ａ　多孔板
２２　籾案内通路
２３　玄米案内板
２４　玄米案内通路
２４ａ　再選別連通部
５０　再選別路
５１　再籾摺路
５２　覆いカバー
Ａ　玄米領域
Ｂ　籾領域
Ｃ　混合米
Ｓ　籾仕切壁
Ｇ　玄米仕切壁
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